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事業実績報告書

夏休み特別企画東邦ガス親子環境講座
東邦ガス株式会社

〈講座全体の概要〉(300字程度)
東邦ガス ガスエネルギー館とビオトープ広場での、座学とビオトープでの生き物観察、体験活動
を通じて生物多様性について学んでいただく親子環境講座。参加は６家族１４名。
コロナ禍での開催のため、座学では、動画視聴により、ビオトープ、生物多様性を説明し、ビオ
トープでの生き物観察、体験活動は、班分けをして家族以外との距離を確保するよう実施するなど
工夫して開催。
更に、オプション企画として（一社）ビオトープネットワーク中部の宇野副会⾧によるカブトム
シ・クワガタムシの説明と、参加者プレゼントを実施。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

7月27日 東邦ガス ガスエネルギー館ビ
オトープにて、「がさがさ」を体験する参
加者

7月27日 東邦ガス ガスエネルギー館ビオ
トープ広場にて 採取したやごを分類する参
加者

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
アンケートより（子供）
・虫がかわいいのもありました。生きものを探すのが楽しかった。
・もっとたくさんのいきものをとりたかった。こんどはせみのことをしりたい。
（保護者）
・絵や映像もあって、とてもわかりやすかったです。
・ヤゴに触れるのが初めてだったので良かった。体験できた事が、子供の為になった。
・池の中に生息するものを見る機会がなかなかない中、今日はとても良い体験ができました。
・自然に近いビオトープで自然保全を推進されている企業努力が素晴らしい。子どもがとても喜ん
でいた、また、参加したい。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

生物多様性は、説明だけでは難しく、毎回ビオトープに入り、ヤゴを捕獲の体験活動を取り入れ、
生き物観察してもらって、体験と知識を結びつけ、理解促進を図っている。今年度は、コロナ禍で
の開催で、ビオトープ体験の進め方等に制約があり、班分けしたり、家族間の離隔を確保したり工
夫と配慮を要した。
参加者アンケートからも、体験によって多く感じ取っていただけたこと、また参加したいとの声を
いただき、人数を限りながらもリアルで開催できたことに意義を感じた。
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